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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 33,168 3.5 832 33.5 934 32.3 986 113.2
26年3月期第3四半期 32,052 7.3 623 85.4 706 61.9 462 115.7

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 841百万円 （31.3％） 26年3月期第3四半期 641百万円 （136.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 47.43 ―
26年3月期第3四半期 22.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 31,411 16,721 51.0
26年3月期 30,192 16,078 51.0
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 16,013百万円 26年3月期 15,392百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― ― ― 6.00 6.00
27年3月期 ― ― ―
27年3月期（予想） 6.00 6.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 44,500 2.8 1,015 7.4 1,095 4.2 1,335 73.0 64.42



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ

く四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ

の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
および業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報
に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 20,721,990 株 26年3月期 21,753,993 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 800 株 26年3月期 917,114 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 20,795,798 株 26年3月期3Q 20,841,707 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀の金融政策の効果から、企業収益

の改善に伴い雇用・所得環境には回復の傾向が見られたものの、４月からの消費税率の引き上げや、円安による物

価上昇の影響等により、個人消費や企業活動の動きは弱含みで推移いたしました。

当社グループの主要な事業であります物流関連業界におきましては、高止まりしていた軽油価格が下落したもの

の、ドライバー不足やトラック不足により人件費や外部委託費等のコストが増加傾向で推移していることに加え

て、夏場の天候不順による貨物輸送量の低下や、消費増税の影響により個人消費材の荷動きが停滞していること等

もあり、経営環境は引き続き厳しい状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、「地域に密着した企業活動で社会に貢献する。お客様に満足していた

だける物流をご提供する。」の経営理念を基本に、グループ各社が持てるネットワークとエリア毎の物流機能を結

集した総合力を活かして、業績確保と企業価値の向上に取り組んでまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、営業収益331億68百万円（前年同期比3.5％増）、営業利益８億

32百万円（前年同期比33.5％増）、経常利益９億34百万円（前年同期比32.3％増）、四半期純利益９億86百万円

（前年同期比113.2％増）となりました。

なお、当第３四半期連結会計期間において、資本効率の向上と１株当たり株主価値の向上を目的とし、平成26年

11月10日の取締役会決議に基づき、保有する自己株式1,032,003株を消却いたしました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

［物流関連事業］

物流関連事業の主な事業収益は、貨物自動車運送事業、倉庫業、自動車整備事業、情報処理サービス業、損害保

険代理業等であります。

貨物自動車運送事業のうち、当社グループの主力であります特別積合せ部門では、輸送品質の維持向上に努める

とともに、ドライバー不足やトラック不足による人件費や外部委託費等コストアップ分の転嫁も含めて、契約運賃

の見直しや付帯サービスの有料化等、適正運賃への料金改定や、燃料サーチャージの収受等の増収策をお客様のご

理解を頂きながら取り組んでまいりました。事業拡大においては、既存のお客様からの輸送サービスにお応えする

とともに、新たな複合的な物流サービスの展開を図るため、グループ一丸となって積極的な営業活動を展開してま

いりました。その成果として、昨年４月に新築した㈱エスラインギフの名古屋第２センターでは、太陽光発電用の

部材の保管からピッキングや梱包作業等の物流加工を、岐阜地区ではコンビニエンスストアの陳列什器や付属部品

の保管から、アソート・組み立て等の物流加工を、９月からは㈱エスラインギフ大阪支店内の倉庫を使い、年末贈

答品の商品詰め合わせや包装等の物流加工作業を施した後に、当社グループの輸送網を使った全国配送を行う等、

利便性・効率性の高い物流サービスを提供してまいりました。さらに12月からは中部地区において自動車関連部品

の調達、仕分けアソート等の物流加工、組み立てラインへの部品供給までの一環物流サービスの提供に向けて準備

を進める等、当社グループの物流拠点や輸送網を最大限に活かした総合物流サービス事業の拡大を目指して、全社

一体となって取り組んでまいりました。

この結果、物流関連事業の営業収益は326億20百万円（前年同期比3.5％増）、セグメント利益（営業利益）は11

億67百万円（前年同期比17.1％増）となりました。

［不動産関連事業］

不動産関連事業につきましては、当社グループ各社にて保有している不動産の有効活用を図るために、外部への

賃貸事業を営んでまいりました。

この結果、不動産関連事業の営業収益は３億円（前年同期比0.1％減）、セグメント利益（営業利益）は１億54

百万円（前年同期比2.7％増）となりました。

［その他］

主に、旅客自動車運送事業を営んでおります。岐阜市内の高校や近隣の大学の通学バスおよびクラブ・サークル

活動等の貸切バス、冠婚葬祭時の送迎バス、さらには競輪場のファンバス等、地元に密着した運行業務に取り組ん

でまいりました。また、㈱エスラインギフの名古屋第２センターの屋上に太陽光パネルを設置し、発電した電力の

売電事業を営んでまいりました。

この結果、その他の営業収益は２億47百万円（前年同期比7.7％増）、セグメント利益（営業利益）は44百万円

（前年同期比143.6％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間の連結資産合計は314億11百万円となり、前連結会計年度比12億18百万円増加してお

ります。この主な要因は現金及び預金と建設仮勘定の増加によるものであります。

また、連結負債合計は146億89百万円となり、前連結会計年度比５億75百万円増加しております。この主な要因

は借入金の増加によるものであります。

連結純資産合計は167億21百万円となり、前連結会計年度比６億42百万円増加しております。この主な要因は利

益剰余金の増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成26年11月10日に公表いたしました通期の連結業績予想につきましては、現時点において変更はありません。

なお、実際の業績については、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用い

て税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっておりま

す。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法は従来通り期間定額基準を継続適用するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期

間に近似した年数に基づく単一の割引率から、退職給付の支払見込み期間毎に設定された複数の割引率を使用する

方法に変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が41百万円増加し、利益剰余金は同額減少し

ております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,007 3,868

受取手形及び営業未収入金 5,537 5,531

貯蔵品 56 55

繰延税金資産 261 261

その他 464 550

貸倒引当金 △8 △6

流動資産合計 9,318 10,260

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,580 5,270

機械装置及び運搬具（純額） 1,214 1,473

土地 10,631 10,631

リース資産（純額） 241 216

建設仮勘定 2 796

その他（純額） 132 117

有形固定資産合計 17,802 18,506

無形固定資産 256 145

投資その他の資産

投資有価証券 1,754 1,422

退職給付に係る資産 19 19

繰延税金資産 174 179

その他 896 900

貸倒引当金 △30 △23

投資その他の資産合計 2,814 2,497

固定資産合計 20,873 21,150

資産合計 30,192 31,411
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 5,045 4,883

短期借入金 710 560

1年内返済予定の長期借入金 374 547

未払法人税等 225 246

賞与引当金 284 198

役員賞与引当金 14 11

設備関係支払手形 2 1

その他 1,069 1,606

流動負債合計 7,726 8,055

固定負債

長期借入金 526 947

繰延税金負債 2,032 1,936

役員退職慰労引当金 103 98

退職給付に係る負債 2,892 2,871

資産除去債務 194 195

負ののれん 4 1

その他 633 583

固定負債合計 6,387 6,634

負債合計 14,114 14,689

純資産の部

株主資本

資本金 1,938 1,938

資本剰余金 2,812 2,608

利益剰余金 10,517 11,337

自己株式 △176 △0

株主資本合計 15,092 15,883

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 364 185

退職給付に係る調整累計額 △65 △55

その他の包括利益累計額合計 299 130

少数株主持分 685 707

純資産合計 16,078 16,721

負債純資産合計 30,192 31,411
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

営業収益 32,052 33,168

営業原価 30,222 31,087

営業総利益 1,830 2,080

販売費及び一般管理費 1,207 1,248

営業利益 623 832

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 28 31

受取賃貸料 22 22

負ののれん償却額 8 3

持分法による投資利益 5 10

その他 39 56

営業外収益合計 104 124

営業外費用

支払利息 6 6

売上割引 3 3

債権売却損 11 12

その他 0 0

営業外費用合計 21 22

経常利益 706 934

特別利益

固定資産売却益 31 31

投資有価証券売却益 － 462

補助金収入 4 10

その他 5 2

特別利益合計 41 507

特別損失

固定資産除売却損 5 23

減損損失 4 －

その他 0 －

特別損失合計 9 23

税金等調整前四半期純利益 737 1,418

法人税等 249 406

少数株主損益調整前四半期純利益 487 1,012

少数株主利益 25 25

四半期純利益 462 986
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 487 1,012

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 153 △179

退職給付に係る調整額 － 9

その他の包括利益合計 153 △170

四半期包括利益 641 841

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 615 816

少数株主に係る四半期包括利益 25 25
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却による減少 1,032,003株

（セグメント情報等）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益の金額に関する情報

前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

物流関連
事業

不動産関連
事業

計

営業収益

外部顧客への営業収益 31,522 300 31,823 229 32,052 － 32,052

セグメント間の内部営

業収益又は振替高
－ － － － － － －

計 31,522 300 31,823 229 32,052 － 32,052

セグメント利益 996 150 1,147 18 1,165 △542 623

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バス事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△542百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社および㈱エスラインギフの総務部門等管理部門に係

る費用であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

物流関連
事業

不動産関連
事業

計

営業収益

外部顧客への営業収益 32,620 300 32,921 247 33,168 － 33,168

セグメント間の内部営

業収益又は振替高
－ － － － － － －

計 32,620 300 32,921 247 33,168 － 33,168

セグメント利益 1,167 154 1,321 44 1,366 △533 832

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、バス事業、売電事業を含んでおり

ます。

２ セグメント利益の調整額△533百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社および㈱エスラインギフの総務部門等管理部門に係

る費用であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（退職給付に関する会計基準等の適用）

添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変

更・修正再表示」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。
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